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人工生産アユの冷水病及びシュードモナス病発生状況調査 

  

福永 稔・杉本善彦 
  

 徳島県栽培漁業センターで生産された人工生産アユを養殖した養殖業者を対象に，冷水病及びシュー

ドモナス病の発生状況について聞き取り調査を行った。 

結  果 

 聞き取り調査の結果を表 1にまとめた。 

 聞き取り調査を行った 28 業者中人工種苗（他府県産も含む）のみを飼育していたのは 8 業者で，冷

水病については，7業者に発生が見られ 1業者のみに発生が見られなかった。シュードモナス病につい

ては，3業者に発生が見られたが 5業者には発生が見られなかった。人工種苗と琵琶湖産種苗を養殖し

た 20 業者中，冷水病については，琵琶湖産種苗の全てに発生が見られたが，人工種苗では 3 業者に発

生が見られなかった。シュードモナス病については，琵琶湖産種苗では 15 業者に発生が見られ 5 業者

に発生が見られず，人工種苗では発生業者と発生しなかった業者がそれぞれ 10業者づつであった。 

 防疫対策としては，規模の小さい業者を中心に人工種苗への切替が進んでいる。また，養殖地を 2ヵ

所以上所有している業者は，琵琶湖産種苗と人工種苗の完全隔離を進めている。 
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表 1 平成 9年 人工産アユの冷水病発生状況調査 

 


